
講
一

鷲

(9σ

一

・・夏

〓

・　

・

、．一、Ｆ一
・．　　．．

一・・・」・̈貯に
一．

ん111‐ 11‐11‐ |■ 3111ゑ―.●|IF



(?ο

、
一

一
」一・

　

）

へ
・　
　
　
　
　
　
＾
）

%▲
' a″
ヘノ ち  ' ξ



多合櫂若咆 彰
袴 ´デf

孝汚ヾしずぎて太陽
嫁
〔;1`多てフレ〔:'テdc CシスリLダ

タvググ/曰

“

げわご労

Z先形筵班ヨ″これぞ諄%殉ι)びく6
ぐ   じ`

降孝りぎくったんイタ形
形杉じι¬夕のl_7で

しの才乏閣は、みんな
たちていハとづてため
ιt、鱚/杯力ぼんば

｀
る

看

一

 |



'9θ  su阻阻:er camp
史僑なス亀菱

史イで4員長  看オ1イ容―岬
るJえ行な資夜 /]＼島 蔵考
生ん午ス長 円掛 諭士

引じ力奪久久 ケ野 カテ

巣夜次作ん  /1・野 を聰
傑岡 老

ヽ κ

会  計 私子 尿ス
ニロ占,行 椎狩フ由真食 孝 株

ポ欠 盗  スロ尚疑 .

イか   覇生   1年生男ヶ  形ホIイ告′汗(指卑ノ

手  慕  油亀
綺  集 月＼棒ネし二′泉ヤパ′″駕牟仏久
監アッ住み  |夕

Z辱生

-2-

私千なス
ヶ噺 々テ



色程友

3じ,

「
-411彬

:―

―

♂

?

lo

ll

12

M
/

2

3

タ

タ

`

タ

∫

′

/′

朝 狡

Meetin『

シeと

一う1為 一‐

稟

薇
７

し

ん
７

ιｌ
ｌ

エ
ー
・角

ン

ｋ

歓
π

夫

棋

工

実

誅

■

実

薇

工

夫

供
　
コ

史

牧

π

し

７

リ

エ
ー
・る

シ

・実

よ

阻
乙
日

17   へ
入 入洛

多佛_
乃イ寸リ
みじ

覇 ヽ 分

コン/ゞ
1自 由

≫
０



λで化人f特 |ミ
1、 、。

イ
続 く

'|〔

は

、ぬで質″ 穏|ま冬ち入こ

竹に膨螂久時間はさち人(ころf∠。

イス,く |1峙 1人降は純対にさハバ
~

¬‖〔}、、こて。

0ぎたばυ夕行動[(e″【′軟ィだ|ミ律
通させょうα

ぐガユではg椛庁|(りI髪ildう。

くなく秋tり≦をな人1スハ4ぃようκ。

鑑 學長  再寄高セ 毎́



O―一一二l■

l llL

2丁
||■

ろFI■

☆

神 す―

オ石月‐′今野、

彎1掛 :私千′

うlヽあ′ノ|ヽ野
一pFi

十悠′

藤日′

ウ経′

根本̀

ホ朴′

実中̀

布た′かか′旅ロ

困唯 ,4ムラた′工田

薇希′た慣′施町

。食事当堵れJ FllIゴしじ■
°
早日ltノ食堂へ41,Z

雌疇書じ′食べお山フ「
ら

〉キ(11「 ttl卜うo(ハイflナ
11じ |しアす―じス )

1ょ 序大めtし■千さい。

し口をメ|(来■T―さし)・

°=盆 孝 当者~

挟iお金事後(れしcttn黙 中―みん
'

■,夜掛当媚自洵ギ百ιけをしおゎっ子ンら嗜

Cl~・
掛 鷹 孝1~°

±■_■ ,1_ユ″

J_五__制_コ
人
“
″ 0レ dン   、・
金i野_ド墾斐i_J工_
0-撮

「
―一一



7′ ン́ターン9うえ考 (ノο

稀il(ア
ネ摯で
141:γ Rは ,SIム

千′貧
/1フθ

2

夕∵ノθ

∫12_t/つniωl′碑lcもい
とンドントヌ~×7躍 (″
島胤;獅 Й

ttChγ

H、馬κム (J

ハИιバc^

靭″鶴♂協
"じ

休   (こ

フ励
^p2〔
″々たへ (`リ

陶酬‖iドたθ ttο″ (フリ
ク21nθ応たθ   

“
リ

物
"z洲
6η こつ

Si切
^ヌ
♭。μれた仏 (知 フο力1畝′りkこβ)

乃勁奸ン4後ぢ (カ

5切ノI′Aイ綱ル1鰺 (′t Ⅳゞc′ e1/1

もИ伸ュのイ郷  (ノィ

:雖輻 習甥
工lll`労′τzλ10″ とシえ/セJIレ ιク

Mut¢41久

ハu5ι「l久

鵬 統 鰯
ツ承万ノメゥタ′Zの

;場      (R

ク
月
休

′%
こた
'

%
(本ノ

%
(刃

緒 キ ら†凸晟

Pム〕||′′メnι

M^kcd“ u沢

'千

奪久

l夕瞬/俸日
他

′川嗚
Ｍ
鶴

政
財
谷
国

小
肉
ト
ツ
條

猟結
婚

俊子l

/1ヽ露

絋
1召

t降 n

令壻

1夕男子

分野
/1ヽ島

私

―

―

ゝ

√

―

プ

千

澪

ノト野
/1ヽ外豫

/卜牙/
/1t片

/

|―躇′ lη
イみ季
卜貯′降旧

午′久 5眈)仄 ||

kbl劇カラたIソダ
タ
〔″

」めlυ
“
lの け″

tι協才彿;il`1,17
薇な
豚lη

降 n′ 夕考
夕壻

２

∬

像

７
〃

(幻

融欲
∝

(J卜 丁叶°'L/U｀
(3, 移́剣子̂rリ

ム (リ ー Kο慮 バヘ



RhソthM i/4‐

Reco測
;

ノ|｀

| .

ん。

3.

4‐ .

ITι

7

∂

7″ lθ

′′―/2

YM‐θοん。3-40οOグc

Fi,一  ノ

S itム
^
Z♭ orenk仏 D。♭rしd近ぃ―(3)

節
:左足と左ヘステンプ(〆 1' そのY(ゴ(tわ足スタンフ

゜
(メ し,

左足t″ズしr、 Iょ ,ル及t准ヘステップ(dλ ,応ユうぜ(びし)

χのX(ゼ Iヽ ん准入タンづメ(〆と

'そのてば
=((力うとスタプ (ダし

'kOと (■1ミろガL〃ガ〔ダしノ

雛 lLI箸り (ダ 1,
ん尺_ιろヘステップ(メ 1)

乙足したへ入テップ(グ川ノ
んスュヾ マ角lミ ステ1/ノ (〆みりんえt漁方へ骸賀ナ々グじ.
杖 t仏 、所lヘャッフ(′し

'ラー6小力十とくりかんレく‐甲′ヴヘ進ひ
7-g るしそJトウ午/1/マっくりしイ気ι (威 ,|′ 2,夕′ψ

'

わ照しその″易ざりrプレ.ノ粟二L前オヘキヴ3(〆多リ
たえtとの場ざ1/-7・レ:んえし前オヘ|・″

“う(〆 1)

ルたしし場で
°
ル7・し(〆 2)近,モ |ビ

｀
1ヽ 減 スヽタガ (′ り

ィト″7～身 くり返レ
左足ρ)ウ 十ヶ″っくりしイタ迅″(威 ノt2,'′ 子ノ

1   斤′′■3

Fノ′―≠

II[ llilチ 1撃ギ,I;」ギ|=
|

(磁 ′～θ

' 

ルえで'FIへ銑くかザ
1(力
と,

(力 1^・の

(ctt fへ牛,



51on久―んノレlοP^K

|一 λ

」一十

,

ι

7

θ

ター|ん
ノ3-ノ牛

ん1～≠

'

「
l[し雛グち,``::′

'tプ

うチ羊子
υ
l°

'′

′ど/とス′とノ           :

み[ダち化‐7宿1負侃
メず

れ:↓ 1」ウタi:1(りじ後↓(ルトの
ろわク

●

く

／小タ
Ｌ
ア
・

´
ｎ
り
／

、メ
ヽ
フィギしア11

出
/)ヽ

rk KttS,|ヘ

Rh/勧 mi ラ各紳ナ
に
い
　
２

ン

＞
／

４
′―
ソ

アヽ

い
ヽガ
卯
『
γ
′
′
　
´
ヽ

だ
ょ

し

　

　

　

／

、
ヽ

　

ど
ヽ「
膊れｒ

研麟
ｎθｔＳｂ

締|ツ勇:ム

フ
（



ι、く/ヾ―卜方́ヒ/ざズ
:ス

テッフ
゜
ァニ/〉 一か/ノル～彫

β獅笙Tぶ

`γ

雛%:み研魔牲涌l,々 7〔憫術ノ
後午、11l VI工牲|力 γ∫

°
1,リパタリう・́Fのイ■ご

.ん
疋′ヽ夕/≠苧

口

^｀

ズ:スルデて■″ほ錮う
み
`れ

92;予山ゴカたゎ
′
し
~ズ

'ン

フt..が ,″李璃生産あ」2易元こフレlレ iで
ん′
‐
妖
|、 ,日

“

κ
“
″KI■ 7向 /ヾズステスルカ知ノ

92オ閥ざスノ/ノ:わたわ

ん9〈 リニιじ

ソl岳′;ザ、7孫マツi協詭!ぅ ./み
′m.77わタ

/～〆轟11耳
`ダ

維脇πttLpt向←z伯■

膳ゝ♂■易艦;‰ 7;磁夕lル[碩
ι白

'輩

ヱ″′rド
'ノ
/ アー/アラウンド

・

だ≦ヨ′えιう,111lt空ウ枠星11じアがし″フロざ

1:み くり込1`
子のFtCC1/1/1ミ 1囮豚,う :

C

′
/

ジ17探41ηさつイルilバ f

片lo7′ |― ′し

し易ざ
臼φき,多ゎソl
CC″ν〔ミ1同 じ.

ルX工ともク

″
九

リ

ノ

／

´
ヽ力怖
一

つく

て
し

ノヽ

ロ
ロ

・

１街
引

２
υ

格

緯 ヶρ、

才た習うソ

7`

/～ ♂

7.

～′

/θ

/～′ 男写計競 露ぐ
“
吐ん,んケん′イタ上′存ケ(メ

)ぎИtじRP■ l‐、ガぐ〔ジ久11ケ 1'′ ,の ,17ノ》卜ヵ、14)ヽ秘向́に_α  、  0多  ^0  ′′ ⌒

フ
α
ッ)2スルプ/件Л,ダしlに みヴれRJとメ,丁年わうん疋t
夫ん)°し̀/6/え a,〔ぢiし∵ヲ;二じ「サえメカル:b1/1ttl

ζ,1ィi考′β脚li」
｀́終わ7'2フγ向rlた′ル′左ヒスルノCじ
る.



子Ⅲ祝γ猪懲
't

〃∂′んk― |

■ンフじ3Zこメ19

筏
既
襦

Fiン,生みなくフ

`看

4フ

σ
Oとの′:灰二そ城こДメー,ごグ(・

ん
ノーκ

3
/～ /ι

仏
/～ノι

とる〉季夕:

＞
ャ‐
し
竹
ん
れ

・化
イ
カ
赫

・ル
７
カ

芍
タ
ダ
ψ
ハ

た
ザ
一

”
ヽ
　
，７
ヘ

ツ
カ
愛

■
回
カ

♯
■
，
外
汗

く
ゴ
勤
奥
ジ
御

夕
綱
仇
ば
ん
」

餞
色
〃
Ｌ
行

フ

　

／

行

角
λ

″

づ
０

幹
昴
″

え
浦
ｔ

ん
じ
協
業
は

フ
ル

列

・ル
π
咤

ノ

カ

申

，

７

　

，
″

／

１

７

“

う
″

勅％
一

ア

，

′

輌
舛
九

一

鋼
え
づ

／

ひ
メ

・

協
流

ロ
ス
カ

餞

(ヤ
彙‐腸びり|lf鶴/1ポタ

`::7)1、

私ヶlラ″
口LOフ (・ 4子 7く 0笙み◆`

.く コンレパ′囃>

く/ヾズ
'ス
しプぅ利,,4L奪嵐夕It犠

バカえがたI′ |'≠ i・niこん晨面藤
J′ ケ々li玖 Jくt脚 7‐菖捻

(ミ 御ぐ令|

えれ1拳し
'日

騎tガ i々その場 j。

11・ぶ鶴:宙ドダガ3λ 拓蒻γ載「 翡″″励Jけ ,二 人 と ,´ ^  __iィ
lι ら ゆ lだ:LttLI・夕 みF昴 IIL口柩1ら .闘メ云夕″
身1‐ア生|_4ガイ

Villttl%2γ
I榜花11lι瘍ピlf((.

フスエ|(エリち争(・ んヤを多ろ・

J・

て  ・
方0、



(

(

(

(

ノ=//′ノルlr tチ

//.く メ/シュステt/ノしウたイドジ々ンノ〉

ヽ

ノZ.く トウ.こ
「
ノじ,夕 1ンテ= ヤッフステップ〉

/」

′～′ 親和l′協ιマ為錐41ダ彿「
?瞥′唆懺 洸燒漱|風降1倉脇 7″

び
智検黛i麓辞話章;lQわ

物場て`じィレカンμフ

| |

タ



/′ p′
`tだ
~・

/チ

～′♀

′

外ヽ

しlι

、ヽ

ヽ カ

ヤ



ソ多スー|

詭乙
♯2

0イレ」仏TJKο l吹♭茨rski

％
υ

ｍヽ
山

ｔ
）

ｔ
譲

足を出・

/卜街〕

1-λ

3

牛

テーθ

?′ /θ

ll「 |ん

IJ―′ι

|=ん

リー牛

ラ́ 16

|― λ

J一 学

／
′
・
・
ヽ
ヽ

　
　
　
　
′
／
，
‐
ヽ

　
　
　
　
′
′
‐
ヽ

ぐ

　

　

＜

　

　

＜

　

＜

‐(

，か

′ノ

１
／
　

１

稿
〃

／７

ク

ｔ

´

ア́

Ｊ

バ

え

η
屁
‐フ
リ
↓
ん
リ

。η
“
特

〕
傷

攣
ト
ツ
リ
曲

ｎづ
γ
り

‐
／
で
，月

Ｍ
ガ
燿
雌
帥

％
０
も

７́
，
一り

外
ロ
ギ

ル
で
弾
′

瑠
ね

じ

〕
＞

′‥

（μ
ル
輔
樹
玉
刀
ｋ

ん
な
沢
脇
］
郷
旧

・‐

，
ヽ

ヽ

働

穿

■

”
ル

“

″

″

メ
江

ｔ

許

場
爆
爛
胸
中
御

Y“
両
し
■
ん
‥・

の

‥―
プ

ソ

t

1白 ケ
5ostの ノIプンサイ・フノレ n′」伺ぐ

み～
′

力こ足/1‐Nッ 7・ (レし1)んガLる人スアツフ(〆 し,教 _開ザくスラ・ガ (〆 2)
タトガ
・
〔洸4,

ξ
`湯

新l〃ブ(り考メ′
ん

留7:・脇
tツ

iポケ「|“IIな|十メIT｀レル久4ベ
|二笠:ふ|よ姿4

β
ろう。    .

lグ)]t4子iギチχ‖＼|う。(格lこし′、ん

:λttγ
`〔

満2

丞4.

卜だ凍 イ久ゲ昨向ttヽ (〆 4)左たιんん tしば

んにι

7′
ヽヽ`

/

フ
(

/フ

ブ・́lι



|― ι

」一午

う―|ス

13-14

1ケ ー|み

|― ん

3-4

ワー16

|一 午

ブ́ |ら

|一 16

|一 ん

θ―令

グ 1́じ

|

ん

3-イ

ライ́|ろ

碑牌呻レ雄物舞

Vex―え

″久にし ダ
||へ tぎ tく ,Ftソゴ

1(す
lノ

′み後,〃(係 ;1;夕 }夕 7)

つ
く
、
し

い
み

、り
　
　
　
一時
久

′　
　
　
　
　
　
「
４
　
に

，
つ
／　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´
・
＝
■

・̈
　
　
　
　
　
　
ル

／刻

′一　　　　　　　　　　　ツ
ぃィた

残
　
　
　
一́
動

ゲ
一
一η
　
頑
均
ル

Ａ
′し

十

ｒ
′

■́
¨

●
Ｌ

‐

・

Ｐ́

Ｆ

ザ

こ

れ
メ

咽
れ

＾
“喰

ん

Ｌ

対

日

ヾ

只
Λ

ひ

色
／
”膠”

エ―
■´

２
ノ

び

カ
レ

／‐作
噺
「
『

ζ
．

ロ

ロ磁伺
な

一

ヘ
，
η
／

′
夕^た‐力

一

７

州

し

ι

片
。つ／

砕

り物の
ヽ
′
乏

足ル

７

」プ

7久 rtラ トlηヴ

タンチf〆 り

二年ず萌婦〒歴嘉―「足,ル
ノ:洗:(夕
′〔′r、 1役拿ヶfチう

3



ｆ

ｒ

Ｃ

く

Ｃ

Ｃ

Ｃ

＜

‘

て

ｃ

ｃ

く

＜

ぐ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

て

ｆ

ｃ

ｃ

⊂

ζ

ｃ

‘

■
４
／
多砲一然

＾
、．　
、
カ

4劾「|、ナ黎グ(″スク

7協考」Lチ|1入デップ ε〆1, そ4署acι右_みリ

帰
鰍

‐́

ぴ
０
″
レ

９
′

ｔ

一　
ｈ
崚

t嗅―J

―

準

う

―

ル

３

-3

{́6

ニ
チ

ライ多

/θ

ンプ(メ 1ク
|=今 tう口く

12`し

'
ん足tなえ′ヽ
じ|口 ol

`夕

に′4々 ,

r〆3)、ネマ″幻

■3hしんィ→締
集lι %F;占 :陛′・

/ん

ル「じク■ 夕];] 修]ボ獅ヽ

膨 生 _璽
単

_上 と _■ L_

タ

ノ



Radomirsk。 Hο r。  (ラ ドヽミルスコホロ,
だ亀P_3

ラドミール (Radomir)|よ  哲Z「 /ヽ7rT′の両方ぼめる町のん。ごρ寿;リ
|よ ′97タキ来日し八イプ・毛口_馬 (Кtts Mο rea供ノ″、指導―したちので'
あう。イ資手多ドの/、 ウ`ンスのオ晨稼すヵれ ,、 ぃわゅぅすトリ中ノサLネ ひぶの地
方″スキキのノヾクーンていめう。                       1

Recor洪

Rhソ thm
Posi tioИ

SOttrcc

1  3次 lkα4tο 4   3月ハーー73+ (前恭「ょじノ
1 2/4拍 テ
| た1上のべ,レトホールト｀てい大ヱめのライ
I Wtt Mor"臥

(′ |ヽ 神)

|

(θパ
9iral Sθ

arιo l  

号(t_7:'lζたI半二|,ソ
フイアの了マサコア クしス・

Lθ Dヘ ル lル |と 則
「
ん足を前ぼ御 レ 郷/ナ 鮭 り、んた

そのよiイ本菫をぁ tlで ステッ
´
ソ
゛
前菫 (洸 L)、 左几ステッフ・前整ズ〆′タ

ん、た と2歩 ステッフ。前進 (み′fl zノ
左足六ッフ。と同B奇 |くん じ ル́を前パタンう (′ り、たた更ノて不ツ
フクと同時′t/7~足をたこ/■ t/ケレ7ロス7ろ ょうバちとい7(ダ 2♪
た足/1Nッフく′ |)、 ス刀7_前 ベスれフ(α と,、 たたその前lN―ステ
/ヽ7°こ漢2)

円|じ を向き両足≠漁んてジャン7° (洪 1ク、ん足六ッフ。と同時′t左
足ミ麻ミ佐由t丁Ⅲてんたの前へもってきてん斜め́下ヘキッ7(′ 2)
ん足ホッア (成 1,、 た足たヘステッフ。(渡 Lノ、ん足そのイ|ヘ
クロスしてステッフοし、商月茶仕べしドして路をぁとブ(渡 フリ
n足で、バlネのようべF沓けι″フでイ本を,多θ＼7(グ ァ♪、んんホ・ノア
(伏 1,、 ん【たヘスれ ル (洸 上ジ、ん足その′灸ぅΛステッァ

ク

`〆

2ノ

左足,ん几ぼ閉げて面足●バッシスをう回行うバ 晟後′くん足を

２

３

牛

3



7～ /6

2
ラ～牛

ケ

7

g

プを/ら

月ヽ籐′～gを くり五す

-2

円|い 向きのよよ、ん几/'レ人ごめに膚ヘステッフο(″ り、た足、漆

を由:ナて前ば上ιァいろ(労 と♪、ん足/、ゥンスと胴a寺 /こたえボー

ルをんたのそιメ̈へ7ッす(〆 2'、んえひ/ヾゥン/く プろと同″千バ

たメh7717'ゃく上t7.ろ (″ とリ
ガ`乖 |を ニノ■かう′資ぅへくり二 7(μマ′ιユとリ
ガ＼昴 |～ 2を もう1友 くリヱすクヾ、景イ資の″ゥント(ιせと,て

r

ん降、由しT,てつんくたたの前ヘタフてくう
その方易てヽん足リー7′してた膝 、lT_しァてんたの前ヘシャー

フο′て夕ってし、く(〆 |)″ /■足 Iプー7・してノち漆 、由tチくた /乳
の月リヘタってぃく(武 Z♪ .

ん足り́ 7・レそた藤 を由ι丁くんたの前′ヘシ了づ・にウラ
ていさ(凌 1夕、たノ覧婢 (円′υ方口,へ (ソ イアク(ダ 2り 。
た足 /1N、ン7'と 同ヨ千1て ん足をイ灸うハう〆iヘ シ7´フつごスイ
ン7・ (僕 1)、 ん足話|へ り́ フて 凌 2♪

ユク113)1キ 1争 itワ讐〈ιノえす

森
日午口 tサ キクヽ・ハP,′ lti)じて:'ト

ヘンt,一 く
～
″

死～ひし群
,た .Tむ ク`r.

ィヽ

てlaご

tノ
＼
＼ン

外ムのいtヽ「}フ
中
:す

力大部じとι〕キひす。
こιゆ ι手 たま|く 9｀こと食可っこtう 。・・
勝葦ヒつうと_イ本キこフ17こ γ予フて(う ″ヽらいや子二

//



N(,

Hοra λ Batalι
θltιれia 一尺

月iなi Daソ 1涙 ;[よ ιノ

7°レチル クル ″、リーク/レ

Sο ttrιO,

Rhythm i

あ∫ltiOn

1931411月 6日
4/4_才自計
Ⅳ/1N一ノしドのオ~

(ノ |ヽ 節)

|

2

2

′―

印し角専潔 嘉 方F21ん、ん とs死 んじ 斜め前向き
とはり(激 |,2、 3)、 ん足をたぇそt'‐ |て タッチ(以 4‐タ
円外ん斜めイ久う方向へ ん1左′ん と多少′灸進してんか)の
前日さとはり(酸 |,23)ん足をん足そt)ボ タンチ

`ス
イ・
',ス上セ lト フ二`のコーノじρヽ 終`わラ

'ひ
くり込マ

～ Tra/ぽ itioK～
円′い向きた斜の前方向へたたステッフて炭 |夕′んたをそイア

'

パタッ今(試 2)、 /p~ガLを 更ttんのら てステソフ。(炭 う,1万足を
そこ|さ 9ッ 今レ((試 牛)ん刺の話1向 き/ごよろ
円夕し仁斜の後ぅ方向へん、ん、た とう少ィ灸退してん斜の角
臼きと声Ft,(幽 |、 2う )|ん足をんえのそl,17タッナ

`炭

4,

■91を /を [〕i√ う三ξォ

=キ

ヵ、ヘリータtの コ→レルヾ材体わうユ _
よウ7ろに 二表から上方向に こぅネ

ひくt)互彊二可。
同ラ薇 |ミ 勲 4£ itゎれろ基′こィiル う

fi?~5  (ス タンプ♪
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<IntrOductiOn>

MeaS

l  wait;

2  Wait;
3  (BOX)Side,
4  (BOX)Side,

c10se,Fwd,一 ;

Close,Bk,~;

2

<Part A>
1  (SiSSOrs)Side,C10Se,

CloSe/Cha,CⅢ a,
(S― dar)

clbse/Cha,Cha;
(BanjO)

Side,C10Ce,C.10ce/cha,Cha,
(BanjO)

Turn/cha cha,Tur■ /Cha Cha;

Turn/cha cha,Turn/Cha Cha;
(SiSSOrs)Side,CloSe,C10Se/C ll a,Cha, (S― Car)

Cloce,C10Ce/Cha,Cha
(B arij O)

３

４

５

Side,

7 Turn/cha cha,Turn/Cha Cha;
8 Turn/cha cha,Turn/Cha Cha;
9 (HitCh)Fwd,CloSe,Bk/Cha,Cha;
1。        Bki CloSe,Fwd/Cha,Cha;
11  (Vine)Side,Bk,Side,Frt;
12 PiVO.t,一 ,2,一 ;

13 (SiSSOrs)Side,C10Se,C10Se/Cha,Cha; (S― Car)

Side,C10Se,

-39-・
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<Interlude l>
Meas

l  (LOD)Side/Chk,一 ,Rec,一 ;(CP, Fし ,Wa11)
2 (BOx)Side,C10se,Fwd,一 ;

3      Side,C10se,Bk,一 ;

4  (Back Box)Side,close,Bk,一 ;

5          side,Close,Fwd,一 ;

(ScP,Fc,LOD)

<Part B>       .
Meas

l  (ScP)Fwd Two一 Step;
2       Fwd Two― Step;
3  Fwd,一 ,Check,一 ;(woman turn to Banjo)
4  Behind,一 ,Side,一 ;

5  (BjO)Fwd,Lk,Fwd,一 ;

6      Fwd,Lk,Fwd,一 ; |

7 Fwd/Turn,一 ,Rec,一 ;

8 Fwd/Turn,一 ;Rec,一 ;

9  F↓ d TOw― Step;
10  F tt d Tow― Step;
1l  F tt d,一 ,check,一 ;(woman turn to Banjo)
12 Bё hind,一 ,Side,一 ;

13  F↓ d,Lk,Fwd,一 ;

14  F↓ d,Lk,Fwd,一 ;

15 F■ d/Turn,一 ,Rec,一 ;

16 F tt d/Turn,一 ,Rec,一 ;

｀<Interlude 2>
Meas

i corte,一 ,Twist,一 ;

2  Kiss,一 ,Rec,一 ;

<Ending>
Meas

l  (tOD)Side/Check,一 ,Rec,一 ;

2  APT,一 ,Point,一 ;

― 夕0-



<Sequence>
1,Part A   2,Interlude 1   3,Part B    ｀

4,Part A   5,Interlude ■   6,Part B
7,Interlu,de 2   8,Part A   9,Ending

*参考資料 東海大学体育会フォークダンス部
1987年 春合宿テキスト

・ Interlude 2の タイミングがつかみにくいかもしれませんが、

頑張って下さい。 (見せ場ですので,パ ッチリきめましょう。)

・ Cha Cha が軽やかに踏めるように練習してください。 .  .

一―夕/=ニ
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Source:Atanas Kolarovskiに より、 IW-20で
Record:AK-4 Jugoton LPY-50985
Rhythm:7/8 

‐
    (1 2 3)

Position:肘 か ら曲げ  目の高さくらい やや前方にホール ド (W)

小節

l  LODを 向き、右足を前方に伸ば し、左足はやや伸び上が る

(ct ah) 右足を前にステ ップ (ctl) 左足ボールで
近 くにステ ップ (ct2) 右足さらに前ヘステ ップ (ct3)

2  1を 逆足より繰 り返 し、さらに前方 (LOD)に 進む
3  右足 (ctl) 左足 (ct2-3)と さらに進む

4  円心を向きなが ら、右足右にステ ップ (ctl) 左足そのばに
ステ ップ (ct2)右 足その場にステ ップ (ct3)

5  左足を円心方向に前進ステ ップ (ctl)右 足その場にステ ップ

(ct2) 左足その場にステ ップ (ct3)
6  右方を向き、右、左 と前進ステ ップ (ct1 2-3)
(小節 3に 同 じ)

7-8 4-5に 同 じ

9  右足後退ステ ップ (ctl)左 足その場にステ ップ (ct2)
右足その場にステ ップ (ct3)

10  左方を向き、左足 (ctl)右 足 (ct2-3)と 前進ステ ップ

11  右方を向き、左足 (ctl)右 足 (ct2-3)と 後退ステ ップ

12  左足 さらに少 し後ろヘステ ップ (ctl)右 足そばにステ ップ

(ct2)左 足少 し前にステ ップ (ct3)

Ψ花嫁が リー ドし、 5年以内に結婚 した新妻が続いて踊 るそうです

右のような 11  10  
♀

動きになります   ⑫←―一一
―

⑨⑦   番号は小節

→→二

「

1    2    3

を表す

― 々ト ー



Zillertaler Landler
チロルのレントラー    Austria

この踊りはオース トリア西部のチロル地方の踊りの中でも、特に美 しい踊りとして知ら

れており、 Zillertalと いう谷間の地方で踊られている。ヨーデル (Yodel)
で歌い、チター (Zither)を 奏して踊られる。オース トリアのマーガレット・ クレ

プスによって紹介された。

音楽 :3/4拍 子 (前奏 4小節 )
隊形 :ダブルサークル LOD向 き 内側の手を連手 外側の手は 5指後方で腰におく

F i g   ■  レントラーの前進と女性回転
小節

1-2  外側の足から連手を前に振り、背中合わせになるようにレントラーステップ
1回 (3歩分) 向かい合うように内側の足からレントラーステップ 1回

3-8  男性はそのままレントラーステップで前進 女性は男性の前で連手の下を
CWに レントラーステップで 3回転 して進む

F i g   2 レントラー前進と手のスウィング

1-8  シングルサークル上で男性 LOD 女性 RLOD向 きで向かい合い、両手を
_    伸ば して取 り合い、女性は親指を近づける。各小節ごとに円心、円外と連手

を振 りながら、レントラーステップで LODに 進む。。

F i g   3 女性の回転とワルツアラウンド

1-4  向き合って両手をつないだまま男性は右手をあげ、女性はその下を CCWに
3/4回転 して円心を向き、男性は

1/4回転 して円外を向く。腕は肩の高さに保ち

右肘は外に張 り、左腰接近

5-8  レントラーステップ 4回で CCWに 1回転する
9-12 手をつないだまま男性は右手をあげ、女性はその下を CWに 1回転半 して

円外を向く。男性は CCWに 1/4回転 して円内を向く。
右腰接近で、小節 1-4と 逆向きの形

13-16 レントラーステップ 4回で CWに 1回転する

F i g   4 ナット

1   手をつないだまま女性は CCWに 3/4回転 男性はCWに 1/4回転 して、男性
LOD向 きで円周上で向き合 う

2   女性は右膝をつき、右手を低 くして左手を上げる
3   男性は低 くした連手を右足で踏み越え CCWに 回り始める
4   男性は低 くした連手を左足で踏み越え上体を曲げ連手 したてを背中にまわす
5-7  女性はゆっくり立ち上がり、男性は連手の間を CCWに 1回転 し、さらに

連手の下を 1回転 して向き合う
8   連手を高 く上げたまま、女性は CWに 1回転 し、右手同志、左手同志に

持ち替える

― 絣 一



F i g   5 女性の リー ドとアラウンド
1-4  男性 LOD向 きで、右手を男性の頭上で回 しなが ら女性を自分の後ろを通 し

て右側に移す。左手は男性の腰につける。
5-8  連手を胸の高さで保ち、女性は男性の顔をのぞき込むようにして男性を中心

として CCWに 1回転、レントラーステップ 4回でまわる
9-12 女性は男性の右側から左側ヘ レントラーステップ 4回で移動
3-16 5-8の ようにCWに 1回転

F i g 6 リトルウィンドー
1-2  男性は LOD向 きのまま後退 しなが らつないだ右手を後ろから頭上を通 して

前で交差 してとりあい、女性と向き合う
3-4  連手を右手上でとりあったまま、女性は Cwに 13/4回 転 男性は CCwに

1/4回転 してウインドーをつ くる。右腰を接近させお互いウインドーの間から
顔を見合う

5-8
9-12

13-16

1-4

5-8
9-12

13-16

1-16

レントラーステップ 4回で CWに 回る

[:キ !:::;:::[:な |[言 i:I勇
こ日舞I女置肯鑢呂』;こ

F i lg  7 ビックゥィンドー

三][曾 IIIIi書 ::き
ワフじ>3甲警塁ξ奪言F碁腰塁膿近させて

レントラーステップ 4回で CWに 回る

なξ T:CWに
3回転 男性は CWに 1/4回転 して今と逆のビックウインドー

茫墓撃重+ワ菅
した後に右手をあげ、両手の下を 1回転 し、さらに 3回転目

レントラーステップ 4回で CCwに 回る

F i g   8 レントラーターン
連手をとき、 レントラーポジションで レントラーターンを行う

*以上の踊りをもう 1度繰 り返 し、 レン トラーターンの最後の 2呼間で男性は女性を
リフ トする。

・ 常にパー トナーを意識 して、見つめ合 うようにしてくださぃ。 (特 に 2人で回転
するときなど)
・ 原書には、 ビックウインドーの際に現地では右腰接近の時もしできれば男性からKissを 贈り、左腰接近の時女性はそのお返 しにKissを 贈ると記されてい
ます。

～ リフ トについて～
。何よりもタイミングが大切です。曲を聞いて落ち着いてやりましょう。O女性は体重よりも腕の強さと跳躍力.ダ イエ ットょり腕立て伏せや縄跳びで筋肉を
きたえましょう。 (男性が男性をあげることもできます )
。女性は怖がってはいけません。タイ ミングが くずれます。パー トナーを信頼すること。O男性は最後まで責任をもって着地させること

`も
し女性が落ちそうになったら、下 しき

になっても守ってあげてください。
。男性は足を前後にかまえ、上げる時はいっきに頭上まで上げるのがコッです。

―一 そダ _
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Macedonian Dancesと 同様 ユーゴスラビア大使館所蔵の

フィルムから取材したもので、 5つの部分からなる。スラボニアはクロアチア

共和国の東部でドラバ川とサバ川に狭まれた地方である。この踊りは、ステ
ー

ジ用のメドレーであり、Partl、 4、 5は、ここに記すほかに幾つかの

構成が考えられる。

Rhythm 2/4
PositiOn 右手上のベルトホールド

男女交互 又は男女別のライン (男女別の時は2つ の
ラインが互いに向き合う)

Pa r t ■ Introduction

小節

1-40

1-4

5-6

7-8

前奏 導入部分であり、フイルムでは男女の楽しげなやりとりが

えがかれている。

Pa r t 2

(A)

ホール ドを組む (こ の後歌がはいる )

右足に重心をおき 右足ベント (Ctl)左 足を左横に出しなが

ら右足をのばす (Ctと )足 を開いたまま両足でゆつくリバウンス

1回 (ベントアップ)(ctS2と )           `
左足に重心をおき 左足ベント (Ct3)左 足を伸ばすと同時に

右足を引きよせる (ctと ) 両足閉じてゆつくリバウンス 1回

(ベ ントアップ)(ct4と )

小節5-6を くりかえす
9-16  小節 5-8を 2回行う
17-24 小節 5-8を 2回行う
25-32 小節 5-8を 2回行う
*以上のパターンは足首 膝を十分に使い 少々ねばっこく行いながら
左へ進む

「

¢



(B)。 音楽が除々に早くなる

1-2   右足に重心をおき 右足ベン ト (ctl)左 足を左横に出し

ながら右足を伸ばす (ctと ) 両足を開いた形でバウンスを
2回 (cts2と )

左足に重心をおいてベント (ct3)左 足をのばしながら

右足を引きよせる (ctと ) 両足を閉じてパウンス 2回 (c
ts4と )

3-8   小節 1-2を 3回行う
9-16  小節 1-8を くりかえす

(C)
1     やや左を向き 右足ホップ2回で小さくALODへ 進む (cts

1  2)
2     右足さらにホ ップ (ct3) 左 右 と小さくステップで前進

(ctsと 4)

3-16  小節 1-2を あと7回行う (合計 8回 )

Pa r t  3   Mista Kolo

(A)
2つのラインは向かい合う

1つのラインで踊るときは ここでサークル状になる
1      両足で軽くジヤンプ (ctl)両 足でパウンス2回 (CtS

2と )

2-8    小節 1をあと7回 くりかえす (合計 8回 )

(B)
1-4   右足からステップホップ (cts1 2) 4回 で円心方向ヘ

前進 (ctsl-8)
5-8   右足からステップホップ3回で円外へ後退 (cts9-14)

左足を後方ヘステップ (ct15) 右足を左足にクローズ
(ct16)

*以上 (A)(B)を あと5回 計 6回行う
構成  1、 3、 5:vOcal

2、 4、 6:Irls t rum en t

(B)の variatiOn

数人のラインに別れ ステップホップ 8回で cwに 回転する
、   ように進む

―
ク
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Pa rt 4

(A)

Repe(oouple dance)

3-16
*以上

男女向かい合って右手同志をとり 左手は拳にして背中 (腰の上)におく
1-5   右足から早いシザーズ 17回 (ctslと 2と    8と 9)

6-lo
左足が前に伸びた状態でホール ド (ctsと 10と )
左足から小節 1-5を くりかえす 最後は右足が前に伸びた状態で
ホール ド

(B) ショルダーウエス トポジション
やや右に体をひねりながら 右足からフラット全体でスリースステ
ップを行う (ctslと 2) 同様に左に体をひねりながら左足か
らスリーステップ (cts3と 4)
小節 1-2を あと7回行う 計 8往復
(A)(B)を あと2回  計3回行う

1-2

(A)の VariatiOh
同様のステップで (軽いランニングステップの感じになる)男女の
位置を交換 したり 自由に動き回る。男女別のラインで踊るときは
1回 目の (A)でラインを解き 個々のダンサーは互いに相手のライ
ンの方向に進んでカップルをつくる。

(B)の VaFiation
l:ショルダーウエストポジションに組み、やや左に体をひねり
右足からステップリフトステップ (cts1 2と )16回
で、 Cwに 回転する。このとき軸は男女の中心であり、ピョ
ンピヨンとびはねないこと。

2:シ ョルダーウェストポジション (但 し女性は両手を上方に
掲げる)に組み、右足からステップリフトステップ (ct
s1 2と )16回 で cwに 回転する。

*最後に男女交互で右手上のフロントパスケットホール ドのライン
をつくる。

~ク
/一―
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Part  5   Kisa F‐ ada
Walk Ran Time― step等 を自由に使 |ヽ、蛇行.し たリー サー
タルを作ったりする。

構成は8小節を1つのユニットと.して29回 232小 節である。
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紹

Caballito Blanco
キャパリート プラン7  ・

介 キヤパリート プランコとはスペイン語で「白い子馬」の意味。 メキシヨの議リ

であるが、ポルトガルが 1580～ 1640年 イスパニアの支配下で 一方メキ
シヨが

1529年から 300年間イスパニア領であつた史実が興味深い。

ポルトガルのフアード・プランキータ(Fado Blanquita)の 山を利用して キヤ
バリー ト

プランコが踊られた. メキシヨではキヤバリー トには「おじめ」という意味がある。

ポルトガル語のプランキータとスペイン語のプランコは同意語であり
「白」という意味

を持つている。

楽 :4/4拍子 前奏8呼間
形 :00uples in a line 女子は男子の前で左手を上に組み 男子は後ろ

から両手をとる。

小節    IntrOduction         .

1 4 男子は右手を引き女子に回転の動機を与え 女子は右足より6回でCWにまわりなが

ら一直線に進み6～8feet離れて男子と向かい合い 右足よリスタンプ3回 ホ
ールド

11白

Ⅱ 4 男女共 左足より右肩すれ違いで位置交換    .
(Slow,S=Quick,Q,S)× 2

Ⅲ 2 Vamp 男子は右足より2歩進みながら膝を4回 うち 両手で2回打ちあう 女子はス

カートを持つたまま右足ステップと同時に左足ポイント左足ステップ右足
ポイント

Fi8~1

110 男女共 右足より Long FadO Step
Ⅱ 4 男女共 右足より離れながらSlow Buzz Step 6回 で3回転じ 右足よリスタンプ3回

Ⅲ 4 左足よリジヤンプ,ホ ップ,ジャンプ,ホ ップ,ジャンプ,ホ ップ,ホ ップ,ホ ップ (ホ ツ

プのとき逆足にタッチし 最後のホップ2回でCWに 1回転 )

同様に逆足よりCCWに 1回転
Ⅳ 4 男女共 左足より (S,S,Q,Q,S)2回 で右肩すれ違いで位置交換して向き合う

V 4 Ⅲと同様に 」ump Hop Stepを 行う
Ⅵ 4 男女共左足より (S,S,9,Q,S)2回 の Do Sa・ Do(右肩すれ違い)して男子は女子の
左に入り舞台正面向きのスケーテイング・ポジションになる
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Ending

lntroと Fi8~1を くり返す

Fi8~1のⅥ Do Sa Doを した後 男女共 拍手し左手同士とりあつて右手を後ろに伸ばし

ポーズ

*  Long FadO Step

右足を右ヘステップ‐ホップ (cts.1,2)左足を右足の前ヘステップ・ホツプ (cts.3,4)

この時体は外向きで 視線は左肩越しに右足の裏を見る。 左足を元の位置にステップ・ホツ

プ (cts.1,2)左足を左ヘステップ・ホツプ (cts.3,4)右足を左足の前ヘステップ・ホツ

プ (cts.1,2)こ の時も外向きで右肩越しの左足の裏を見る 元の位置ヘステップ・ホツプ

(cts.3,4)

* ShOrt Fado Step  (ホ ップの浮き足は必ず軸足の後ろに)

右足を右斜め前ヘステ ンヽプ・ホップ (cts,1,2)

左足を右斜め前へ前かがみにステップ・ホップ (Cts.3,4)

右足を元の位置に体を起こしながらステップ・ホップ (Cts.1,2)

左足を元の位置にステップ・ホツプ (Cts.3,4)

右足を左斜め前ヘステップ・ホツプ(前かがみ)(cts.1,2)

左足を元の位置に体を起こしながらステップ・ホップ (Cts.3,4)

右足よリスタンプ3回 (cts.1,2,3)ホールド (cts.4)

ιθ



全体講習曲 (ギ リシャ ) 東京地区1

Pentozalis(Ellas
Source:1989年 8月 12ロ  ジョージ・アニファンデス氏より習う
Position:Tホ ールド

Intoroduction                                           .

1-6   待つ
7-10  有足古ヘステップ (1)左 足 1本重をおかずクローズ(3)

な足大きく前ヘステップ(5)有足 |■重をおかずクローズ(7)
有足大きくうしろヘステップ (9)有 足体重をおかずクローズ(11)
左足なヘステップ(13)イ71己 1本重おかずクローズ(15)

11-30 7-loを 5旧1く り返す
)

Fig-1

1-2  左 ,こホップ、 fi足ひざより下を曲げる (1)
左足ホップ、li足前方へけりだす (2)

Fi足その場にステップ (3)、  左足よリパデバ(4.卜 .5)
有足よリパデバ (6。 卜.7)、  イfI己ホップ左ひぎをあげる(3)

3-3  1-2を 31コ くり返す。
ただし2回 日以降は左足のステップよりはじめる

Fig-2

1-2  Fi意-12回 日以降の (1)― (5)に 1司 じ(1-5)
左足をホップ、有足織べまわす (6)、  右足その場にステップ(7)、
有足ホップ左ひぎをあげる(3)

3-8  1-2を 3回 くり返す

Fig-3      
｀

1-2  Fig-1(2回 日以降 )に同じ
.た だし(4)― (7)は その場にステップ (4.卜 .5.6.卜 .7)

3-3  1-2を 3 Flく り返す
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